
離乳後28日間の１日当たりの増体量は、試験区

（♂1.10kg、♀0.88kg）が対照区（♂0.89kg、♀

0.69kg）に比べ大きかった（図１）。試験区ではス

トレスの指標であるコルチゾールと好中球／リンパ

球比は低値を示し、採食時間は長く、歩数及び発声

回数（図２、３）は少なかった。乾物摂取量は試験

区が多かった（図４）。これらはストレスの軽減に

より、採食時間が長くなり、乾物摂取量が増加した

ためと考えられた。離乳時の子牛に母子分離と牛房

移動の２つの環境変化を同時に与えないことによ

り、ストレスが軽減され、発育改善ができることが

分かった。

今後の方針

本試験では、試験区は母子分離の28日後に子牛を

移動させた。今後、母子分離と子牛の牛房移動を

別々に実施する際の最適な期間を検討する。
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内　容

子牛にとって離乳は栄養的なストレスだけでな

く、精神的なストレスが同時に加わる行為である。

そのため、これらのストレスをいかに軽減するかが

子牛の良好な発育にとって重要である。精神的なス

トレスの軽減と発育改善のため、離乳時の母子分離

の方法について、子牛のストレスと発育に及ぼす影

響を調査した。

北部農業技術センター生産の黒毛和種子牛48頭

（♂22頭、♀26頭）を、離乳時の母子分離方法の違

いにより２つの区に分けた。試験区は子牛をそのま

ま残し、母牛を別の牛房に移動させた。対照区は母

牛を残し、子牛を別の牛房に移動させた。離乳は４

か月齢で実施した。離乳７日前から28日後までの35

日間、体重とコルチゾール、好中球/リンパ球比を

７日毎、飼料摂取量を毎日測定した。また、歩数を

離乳前後14日間、毎日調査した。さらに、試験牛の

うち24頭（各区12頭）は、離乳前、1、3、7日後の

７－19時に行動を観察した。

図１　離乳前後の１日当たりの増体量（去勢）

図２　離乳前後の１日当たりの歩数

図３　離乳前後の半日当たりの発声回数

図４　離乳前後の１日当たりの乾物摂取量


